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広報 2広報

本
日
、
平
成
16
年
第
２
回
中
城
村

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
今
議
会
で

ご
審
議
い
た
だ
く
平
成
16
年
度
当
初

予
算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
、
私
の
村
政
運
営
に
あ
た

っ
て
の
所
信
の
一
端
と
、
諸
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び

に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
平
成
８
年
７
月
の
就
任
以
来
、

２
期
８
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
激
動
す
る

社
会
情
勢
、
長
引
く
経
済
不
況
、
地

方
自
治
体
を
取
り
ま
く
厳
し
い
環
境

の
中
で
村
民
の
皆
様
や
議
員
諸
賢
の

ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の

事
務
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
概
要

を
申
し
述
べ
関
係
各
位
に
深
く
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
に
、
本
村
の
村
お
こ

し
、
街
づ
く
り
の
三
大
拠
点
整
備
事

業
に
着
手
し
、
推
進
し
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
21
世
紀
の
幕
開
け
を
飾
る

に
ふ
さ
わ
し
い
「
中
城
城
跡
の
世
界

遺
産
登
録
」
を
実
現
し
、
歴
史
・
文

化
交
流
拠
点
と
な
る
県
営
中
城
公
園

整
備
事
業
と
、
琉
球
大
学
を
核
と
し

た
学
園
都
市
形
成
を
目
指
す
「
南
上

原
土
地
区
画
整
理
事
業
」、
そ
れ
に
す

ぐ
れ
た
自
然
環
境
と
の
共
生
を
目
指

す
「
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
」
と
呼
ば
れ

る
海
岸
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す
。

２
点
目
に
、
次
代
を
担
う
人
材

育
成
を
重
視
し
、
学
校
教
育
環
境

の
整
備
を
推
進
し
た
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
普
天
間
飛
行
場
を
発
着
す
る

航
空
機
騒
音
被
害
や
事
故
の
危
険
性

を
関
係
省
庁
に
直
接
訴
え
、
小
中
学

校
の
防
音
・
冷
房
施
設
整
備
を
全
額

国
庫
負
担
で
進
め
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
や
、
校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー

ル
・
屋
外
環
境
整
備
の
他
、
英
語
指

導
助
手
導
入
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
、

県
外
と
の
児
童
生
徒
の
交
流
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。

３
点
目
に
、
利
便
で
快
適
な
生

活
を
営
む
た
め
の
環
境
整
備
の
推

進
で
あ
り
ま
す
。
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
ウ
フ
ク
ビ
リ
線
を
は
じ
め

平
成
16
年
第
２
回
中
城
村
議
会
が
開
か
れ
、
平
成
16
年
度
予
算
案
な
ど

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
新
垣
村
長
は
、
今
年
度
の
主
要
施
策
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
21
世
紀
に
夢
広
が
る
「
と
よ
む
中
城
」
を
築
く
た
め
の

施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が
50
億
５
５
５
６
万
円
、
水
道
事
業

等
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、
総
額
98
億
４
６
１
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
道
安
里
中
央
線
、
屋
宜
被
留
線
を
完
備

し
た
他
、
潮
垣
線
、
大
瀬
線
の
整
備
も
進

行
中
で
あ
り
、
村
道
・
集
落
道
・
集
落
排

水
路
等
も
年
次
的
に
推
進
致
し
ま
し
た
。

目
下
生
活
汚
水
の
衛
生
的
処
理
体
制
を
目

的
と
し
た
公
共
下
水
道
整
備
事
業
も
進
め

ら
れ
平
成
14
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
私
が
最
も
苦
悩
し
、

骨
身
を
削
る
思
い
で
進
め
て
き
た
の
が
ゴ

ミ
焼
却
施
設
「
青
葉
苑
」
の
改
築
事
業
で

あ
り
ま
し
た
。
58
億
円
と
い
う
莫
大
な
総

事
業
費
の
捻
出
、
地
権
者
の
方
々
や
地
域

住
民
と
の
交
渉
、
都
市
計
画
決
定
や
進
入

路
の
道
路
認
定
に
係
る
訴
訟
等
、
曲
折
を

経
て
昨
年
７
月
本
格
稼
働
す
る
に
至
り
ま

し
た
。

４
点
目
に
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
振
興
で
は
、
農
道
・
か
ん
が
い
排

水
・
地
下
ダ
ム
の
整
備
、
和
宇
慶
地
区
ほ

場
整
備
事
業
を
は
じ
め
伊
集
後
川
・
当
間

山
後
里
川
の
改
修
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
積
年
の
課
題
は
、
自
主
財
源
の

安
定
確
保
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
を
図
る

こ
と
で
あ
り
、
中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
オ

ー
プ
ン
と
沖
縄
電
力
㈱
の
吉
の
浦
火
力
発

電
所
の
誘
致
は
大
き
な
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

本
村
は
現
在
「
第
三
次
総
合
計
画
」の

も
と
に
「
豊
か
な
歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ

た
田
園
文
化
村
」を
将
来
像
に
掲
げ
て
お

り
ま
す
が
、こ
の
村
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

世
界
遺
産
の
中
城
城
跡
を
核
と
し
、
先
に

述
べ
た
三
大
拠
点
整
備
事
業
と
現
在
推
進

中
の
「
歴
史
の
道
」
整
備
事
業
に
よ
っ
て

そ
の
輪
郭
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

さ
て
、私
は
、
こ
の
２
期
８
年
を
振
り

返
り
、
改
め
て
村
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と

し
て
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
と
地
方
自
治

の
本
旨
に
則
り
、「
平
和
・
人
権
・
民
主
」

を
基
調
と
し
て
「
対
話
・
活
力
・
発
展
」

を
指
針
と
す
る
初
心
に
立
ち
返
っ
て
、

「
豊
か
な
歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園

文
化
村
」
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、イ
ラ
ク
戦
争
や
テ
ロ
の
続
発
、

そ
れ
に
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
世
界

的
流
行
等
地
球
規
模
で
深
刻
化
す
る
問
題

が
多
く
、
世
界
が
悲
劇
と
不
安
に
覆
わ
れ

た
年
と
な
り
、
加
え
て
凶
悪
犯
罪
の
発
生

や
長
引
く
不
況
が
、
更
に
混
迷
の
度
を
深

め
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
国
の
経
済
も
、
財
政
構
造
改
革
と

経
済
不
況
の
克
服
と
い
う
二
つ
の
要
請
に

諸
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
が
、「
よ
う
や

く
不
況
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
出

し
、
回
復
に
向
か
う
一
筋
の
光
明
が
差
し

て
き
た
」
と
の
見
方
が
あ
る
一
方
、
平
成

16
年
度
の
政
府
予
算
（
案
）
は
、
緊
縮
財

政
と
な
っ
た
上
に
景
気
回
復
の
頼
み
の
綱

で
あ
る
公
共
事
業
費
が
削
減
さ
れ
る
な

ど
、「
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
に
は
未

だ
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
」
と
の
見
方

が
大
勢
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、本
村
は
地
方
分
権
の
伸
展
に
伴

っ
て
、自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の

も
と
、住
民
が
誇
り
と
将
来
の
展
望
の
持

て
る
、個
性
と
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た

め
、積
極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
も
の
の
、自
己
財
源
に
乏
し

く
補
助
金
や
交
付
税
の
割
合
が
高
い
依
存

型
財
政
に
な
っ
て
い
る
上
に
、今
回
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
と

地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
に
よ
っ
て
財

政
運
営
は
一
段
と
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
治
体
を
取
り
巻
く
厳
し

い
財
政
事
情
と
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
的

背
景
、
併
せ
て
多
様
な
財
政
支
援
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
合
併
特
例
法
を
勘
案
し
た
場

合
、戦
後
米
軍
施
設
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、

や
む
な
く
分
村
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
北
中

城
村
と
の
合
併
は
き
わ
め
て
自
然
の
成
り

行
き
で
あ
り
、
千
載
一
遇
の
機
会
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

合
併
特
例
法
の
期
限
が
１
年
後
に
迫
る

中
で
、
去
る
１
月
７
日
「
中
城
村
・
北
中

城
村
合
併
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
目
下

精
力
的
に
合
併
協
定
項
目
の
協
議
・
調
整

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
最
大
の
課
題
は
、「
合
併
特
例

法
期
限
内
の
両
村
合
併
」
の
実
現
と
、
財

源
確
保
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
の
立
地
」
を
進
め

る
こ
と
で
あ
り
、
本
村
に
と
っ
て
歴
史
的

な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
と
の
認
識
の
も

と
に
、
総
力
を
あ
げ
て
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
や
村

民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



(

１)

中
城
村
・
北
中
城
村
の

二
村
合
併
の
実
現

地
方
分
権
の
推
進
と
少
子
高
齢
化
の

伸
展
に
よ
る
質
・
量
と
も
に
多
様
化
・
高

度
化
す
る
住
民
福
祉
へ
の
対
応
等
、
合
併

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
き
わ
め
て
重
要
な

行
政
課
題
と
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
５
市

町
村
あ
る
い
は
３
市
町
村
の
枠
組
み
で
学

習
会
や
任
意
協
議
会
を
通
じ
て
合
併
の
あ

る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
参
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
紆
余
曲
折
を
経
て
、
平
成

17
年
３
月
の
合
併
特
例
法
期
限
も
迫
り
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
現
可
能
な
選
択
肢

と
し
て
、
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
共
有
す

る
両
村
が
「
元
の
鞘
に
収
ま
る
」
ま
た
と

な
い
機
会
で
あ
る
と
確
信
し
、
両
村
議
会

の
議
決
を
受
け
「
中
城
村
・
北
中
城
村
合

併
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
年

度
は
両
村
合
併
を
実
現
す
る
正
念
場
で
あ

り
、
議
員
諸
賢
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

不
退
転
の
決
意
で
両
村
合
併
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

(
２)

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建

設
の
態
勢
づ
く
り

発
電
所
誘
致
に
つ
い
て
は
、
電
源
三

法
に
よ
る
交
付
金
支
給
や
地
域
産
業
の
振

興
等
、
財
政
面
や
雇
用
機
会
の
創
出
に
大

き
な
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
目
下
そ
の
態
勢
づ
く
り
を
急
ぎ
、
沖

縄
電
力
㈱
と
の
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら

平
成
19
年
着
工
に
向
け
て
環
境
影
響
評
価

の
実
施
や
、
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
と

周
辺
整
備
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
活
用
し
て
き
た
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
引
き
続
き
活

用
し
て
地
域
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、「
吉
の
浦
発
電
所
電
源
立
地
に

関
す
る
地
元
連
絡
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
元
住
民
と
の
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
保
全
や
周

辺
土
地
利
用
調
整
等
、
電
源
立
地
に
関
連

す
る
諸
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(

３
）「
と
よ
む
中
城
」
の
三

大
拠
点
整
備
事
業
の
推
進

①
中
城
城
跡
の
保
存
修
理
事
業
と
県
営

中
城
公
園
整
備
事
業
（
歴
史
文
化
ふ
れ

あ
い
拠
点
）

中
城
公
園
整
備
は
、
中
城
城
跡
を
核

に
し
て
、
本
県
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を

積
極
的
に
体
験
・
学
習
で
き
る
広
域
公
園

と
し
て
総
事
業
費
４
２
５
億
円
を
か
け
て

平
成
９
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
用
地
取
得
に
時
間
を
要
し
、
平
成
16

年
３
月
現
在
の
進
捗
状
況
は
用
地
取
得
で

47
％
、
測
量
等
及
び
工
事
に
つ
い
て
は
わ

ず
か
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
16
年
度
は
、
概
算
要
求
額
14
億
６
千
万

円
で
引
き
続
き
用
地
の
取
得
と
、
文
化
交

流
エ
リ
ア
の
駐
車
場
整
備
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
村
も
そ
の
核
と
な
る
中
城
城
跡
保

存
修
理
事
業
を
文
化
庁
の
支
援
の
も
と
に

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

②
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
（
都
市

文
化
交
流
拠
点
）

琉
球
大
学
周
辺
に
お
い
て
は
、
将
来

の
市
街
化
へ
の
発
展
に
備
え
て
自
然
と
環

境
と
の
調
和
を
図
っ
た
区
画
整
理
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
事
業
費
１
３
５
億
円
、
施

工
期
間
は
当
初
予
定
の
「
平
成
８
年
か
ら

16
年
」
を
５
年
間
延
長
し
て
平
成
21
年
を

目
処
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
15
年

度
末
の
進
捗
状
況
は
、
全
体
事
業
費
ベ
ー

ス
で
45
％
、
補
助
事
業
費
ベ
ー
ス
で
88
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
保
留
地
の
売
却
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

③
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
（
豊
か
な
く

ら
し
サ
ー
ビ
ス
拠
点
）

エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
は
、
人
間
・

自
然
・
生
物
が
共
生
す
る
海
岸
整
備
事
業

で
、
平
成
９
年
度
か
ら
事
業
費
10
億
円
を

か
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
15
年
９
月
で
事
業
完
了
致
し
て
お
り
ま

す
。
当
該
海
岸
は
、
以
前
の
面
影
も
な
い

程
一
変
し
、
整
備
完
了
直
後
か
ら
家
族
連

れ
や
散
策
、
釣
り
等
地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

海
岸
中
央
部
に
位
置
す
る
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ゾ
ー
ン
」
が
海
浜
利
用
者
に
対
す

る
開
放
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
維
持
管
理
の
問
題
が
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
県
港
湾

課
や
中
部
土
木
事
務
所
と
も
協
議
し
て
参
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り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
「
吉
の
浦
海
岸
整
備

構
想
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
整
備
完
了

区
間
の
状
況
変
化
や
新
た
な
被
災
防
止
区

間
の
整
備
の
必
要
性
も
踏
ま
え
た
上
で
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

(

４)

歴
史
の
道（
ハ
ン
タ
道
）

整
備
事
業

歴
史
の
道
は
、
首
里
城-

中
城
城-

勝
連

城
等
、
古
代
の
グ
ス
ク
間
を
結
ぶ
ル
ー
ト

の
一
部
で
、
村
域
で
は
西
原
町
か
ら
中
城

台
地
丘
陵
の
見
晴
ら
し
の
よ
い
尾
根
線
を

通
り
、
新
垣
グ
ス
ク
、
中
城
城
を
経
て
北

上
す
る
、
琉
球
王
朝
時
代
に
首
里
城
と
中

城
城
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
宿
次
の
道
で
あ

っ
た
。「
護
佐
丸
・
阿
摩
和
利
の
乱
」
の

際
首
里
王
府
軍
が
通
っ
た
「
戦
の
道
」
と

も
言
わ
れ
、
ペ
リ
ー
探
検
隊
が
通
っ
た
ル

ー
ト
と
し
て
ペ
リ
ー
旗
立
岩
の
足
跡
を
残

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
14
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
歴

史
の
道
」
整
備
事
業
は
３
つ
の
区
間
に
分

け
ら
れ
、
南
上
原
区
間
は
都
市
計
画
課
の

区
画
整
理
事
業
で
、
文
化
財
が
点
在
す
る

新
垣
グ
ス
ク
区
間
は
教
育
委
員
会
、
そ
れ

以
外
は
建
設
課
が
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。こ

の
歴
史
の
道
整
備
事
業
は
、「
豊
か

な
歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化
の

村
」
づ
く
り
の
目
玉
事
業
と
し
て
今
後
も

重
点
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

(

５)

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
の
整
備
は
、
村
民
の
暮
ら
し

の
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
生
活
雑
排

水
、
生
産
活
動
に
よ
る
汚
水
等
を
処
理
す

る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
保
全
や
公
有

水
域
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
城

湾
沿
岸
の
中
南
部
地
域
は
西
海
岸
地
域
に

比
べ
て
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
住
民

の
生
活
排
水
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
処
理

の
ま
ま
中
城
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。
中
城
湾
中
南
部
地
域
の
水

質
悪
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
住
民
の
快
適

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
下
水
道

の
整
備
を
着
実
に
推
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
供
用
開
始
さ
れ

た
地
域
に
お
け
る
各
家
庭
へ
の
接
続
促
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

(

６)

中
城
中
学
校
の
普
通
教

室
・
特
別
教
室
棟
の
改
造
防

音
工
事

昨
年
は
中
学
校
の
老
朽
化
し
た
管
理

棟
の
新
増
改
築
や
多
目
的
教
室
・
地
域
連

携
教
室
の
建
設
と
並
行
し
て
、
防
音
・
冷

房
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
普
通
教
室
棟
と
特
別
教

室
棟
の
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
（
全

額
国
庫
負
担
）
に
よ
る
防
音
・
冷
房
施
設

整
備
に
着
手
致
し
ま
す
。

(

７)

村
道
大
瀬
線
の
改
良
舗

装
事
業

村
道
大
瀬
線
は
、
本
村
北
側
の
東
西

連
絡
道
と
し
て
の
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

理
容
学
校
・
中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
立

地
、
宜
野
湾
市
方
面
や
北
中
城
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
、
広

く
住
民
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
幹
線

道
路
で
も
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
防
衛

施
設
庁
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
測

量
設
計
・
地
質
調
査
を
終
え
て
お
り
ま

す
。

今
年
度
は
用
地
取
得
や
改
良
舗
装
工
事
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

(

８)

行
財
政
改
革
の
推
進

現
下
の
地
方
財
政
は
、
長
期
的
に
低

迷
す
る
経
済
不
況
と
政
府
の
財
政
構
造
改

革
・
三
位
一
体
改
革
の
あ
お
り
を
う
け
、

か
つ
て
な
い
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
一
般

財
源
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
削
減
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
に
よ

っ
て
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

自
主
財
源
の
確
保
と
一
般
行
政
経
費
の
節

減
・
合
理
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



(
１)

人
材
の
育
成
（
幼
児
教

育
・
学
校
教
育
）

幼
児
教
育
は
、
特
に
心
身
の
調
和
的

発
達
促
進
と
基
本
的
生
活
習
慣
の
基
礎
を

養
い
、
自
立
の
精
神
の
芽
生
え
を
培
う
た

め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
心
身
共
に
健

康
で
、
個
性
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
持
つ
児
童
生

徒
が
健
常
者
と
等
し
く
学
習
機
会
を
保
障

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を

引
き
続
き
配
置
す
る
ほ
か
、
学
校
図
書
の

充
実
、学
力
向
上
対
策
を
推
進
致
し
ま
す
。

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
の
管
理
棟
新
増
改
築
及
び
防
音
施
設
整

備
事
業
に
引
き
続
き
、
今
年
度
は
普
通
教

室
・
特
別
教
室
棟
の
校
舎
改
造
・
防
音
事

業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
給
食

共
同
調
理
場
の
改
築
に
備
え
、
そ
の
用
地

取
得
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
度
情
報
通
信
社
会
に
対
応

で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
や
、
千
葉
県
飯

岡
町
と
の
小
学
生
交
流
事
業
も
継
続
実
施

致
し
ま
す
。

(

２)

社
会
教
育
（
社
会
体

育
・
文
化
振
興
）

社
会
教
育
・
体
育
振
興
・
文
化
振
興

に
つ
い
て
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
学
習
機

会
の
創
出
、
関
係
団
体
の
育
成
等
、
生
涯

学
習
態
勢
の
確
立
と
支
援
、
ま
た
青
少
年

育
成
団
体
の
活
動
、
青
年
会
・
婦
人
会
活

動
等
に
対
す
る
支
援
に
努
め
て
参
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と

事
業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

体
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
部

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
村
民
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
健
康
維
持
の
た
め
の
事
業
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

吉
の
浦
公
園
の
維
持
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
、
村
体
育

協
会
主
催
の
各
種
競
技
会
へ
の
助
成
も
引

き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

(

３)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

今
年
度
も
各
種
団
体
の
組
織
活
動
を

は
じ
め
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
行

事
の
継
承
、
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

今
年
度
は
三
大
ま
つ
り
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
「
中
城
文
化
ま
つ
り
」
を
開
催
致

し
ま
す
。

(

４)

地
域
間
交
流
の
展
開

近
年
に
お
け
る
交
通
・
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
っ
て
、
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
産
業
等
各
分
野
で
の

地
域
間
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
吉
の
浦
公

園
一
帯
の
諸
施
設
は
多
種
多
様
な
交
流
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
の
最
上
広
域
と
の
交

流
、
千
葉
県
と
の
交
流
、
中
学
生
の
海
外

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
そ
れ
に
南
米
か
ら
の
海

外
移
住
者
子
弟
研
修
生
の
受
け
入
れ
事
業

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

(

５)

平
和
行
政
の
推
進

今
年
度
も
引
き
続
き
「
中
城
村
平
和

宣
言
」
の
も
と
に
、
核
の
廃
絶
と
恒
久
平

和
を
願
い
、「
憲
法
講
演
会
」、「
村
戦
没

者
慰
霊
祭
」
を
開
催
し
、
ま
た
小
中
学
生

を
平
和
特
使
と
し
て
「
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
及
び
長
崎
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
へ
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。
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(

１)

道
路
・
交
通
網
の
整
備

長
年
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
潮
垣

線
の
津
覇
・
北
浜
間
の
道
路
も
整
備
さ

れ
、
今
年
度
は
村
道
大
瀬
線
の
道
路
改

良
舗
装
事
業
に
着
手
致
し
ま
す
。
ま
た
、

中
城
城
跡
線
（
仮
称
）
の
事
業
採
択
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

(

２)

情
報
通
信
網
の
拡
充

こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
の
情
報
処
理
及

び
活
用
能
力
の
育
成
、
成
人
を
対
象
と

し
た
情
報
通
信
技
術
者
講
習
推
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
後
も

電
子
自
治
体
の
基
盤
と
さ
れ
る
総
合
行

政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
化
も
進

め
て
参
り
ま
す
。

(

３)

集
落
環
境
の
整
備

昨
年
は
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た

久
場
地
区
排
水
路
（
国
道
横
断
）
が
完
了

し
、
ま
た
同
地
区
国
道
側
の
下
水
排
水
路

整
備
事
業
や
稲
子
原
線
の
１
号
（
久
場
地

区
）
の
道
路
改
良
事
業
も
整
備
中
で
あ
り

ま
す
。

エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
も
完
了
し
、

散
策
、憩
い
集
え
る
場
の
創
出
と
と
も
に
、

天
然
記
念
物
の
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
や
そ
の

他
の
自
然
を
活
用
し
た
野
外
体
験
学
習
や

自
然
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
利
活
用
も

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
交
通
安
全
の
た
め

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
反
射
鏡
の
設
置
や
迷

惑
駐
車
禁
止
・
通
学
路
標
示
の
立
看
の
設

置
を
行
う
と
と
も
に
宜
野
湾
署
と
の
連
携

の
も
と
に
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

(

４)

市
街
地
・
公
園
・
緑
地

の
整
備

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
今
年

度
の
予
定
は
、
工
事
関
係
で
道
路
２
６
０

０
Ｍ
、
宅
地
造
成
面
積
10
ha
、
補
償
関
係

で
建
物
補
償
等
12
件
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

県
営
中
城
公
園
整
備
事
業
も
用
地
補
償
13

億
円
、
本
工
事
１
億
２
千
万
円
で
駐
車
場

整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

(

５)

上
水
道
の
整
備

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
南
上

原
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
等
で
配
水
管

敷
設
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
久
場
・
津

覇
等
で
配
水
管
調
査
測
量
設
計
を
行
い
、

水
道
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

(

６)

下
水
道
の
整
備

本
村
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成

８
年
度
よ
り
着
工
さ
れ
、
平
成
14
年
度
か

ら
伊
集
・
和
宇
慶
・
南
浜
・
北
浜
地
域
で

供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
津
覇
と
奥
間
、
浜
の
一
部
の

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
奥
間
・
浜
地
域

（
２
３
５
２
ｍ
）
の
敷
設
工
事
と
、
当

間
・
屋
宜
地
内
の
測
量
設
計
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

(

７)

自
然
的
・
歴
史
的
環
境

の
保
全
と
活
用

今
年
度
は
未
だ
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
な
い
世
持
殿
、
津
覇
の
龕
・
龕

屋
、
安
里
の
ム
ラ
ガ
ー
、
新
垣
の
石
橋
、

キ
シ
マ
コ
の
嶽
を
は
じ
め
、
戦
争
遺
跡
の

津
覇
の
ト
ー
チ
カ
、
１
６
１．

８
高
地
等

の
村
文
化
財
指
定
に
向
け
事
業
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
歴
史
の
道
整
備
事
業
を
進
め
る

中
で
、
新
垣
グ
ス
ク
周
辺
か
ら
グ
ス
ク
時

代
の
幹
線
道
路
「
宿
道
」
の
跡
が
良
好
な

保
存
状
態
で
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
新
垣
グ

ス
ク
の
重
要
遺
跡
確
認
調
査
事
業
と
併
せ

て
歴
史
の
道
整
備
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
。さ

ら
に
中
城
城
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

出
土
品
の
展
示
や
グ
ス
ク
の
会
等
文
化
財

案
内
人
を
充
実
・
強
化
し
て
歴
史
的
環
境

の
保
全
と
活
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

(

８)

健
康
・
医
療
の
拡
充

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
等
に
対
す
る
機
能
訓
練
や
デ
イ
ケ

ア
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
知
的
障

害
者
施
設
入
所
医
療
助
成
、
身
障
児
童
居

宅
生
活
支
援
費
、
精
神
障
害
者
居
宅
介
護

事
業
補
助
、
精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業

補
助
等
の
支
援
を
推
進
し
て
、
心
身
に
障

害
を
持
っ
た
村
民
に
対
し
、
効
果
的
な
福

祉
施
策
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
母
子
保
健

計
画
を
見
直
し
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
い

て
さ
ら
な
る
母
子
保
健
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

(

９)

社
会
福
祉
の
充
実

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨
年
実
施

し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
ニ
ー
ズ
調

査
」
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
子
育

て
・
少
子
化
に
対
す
る
地
域
環
境
の
整
備

を
図
り
、児
童
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
に
つ
い
て

は
、
従
来
通
り
医
療
費
助
成
、
激
励
会
や

激
励
訪
問
、
福
祉
資
金
貸
付
け
等
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
も
、
従

来
通
り
障
害
者
に
対
す
る
激
励
訪
問
、
医

療
給
付
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
身
体
障

害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ

る
入
浴
等
介
護
や
家
事
等
の
必
要
な
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
身
体
障
害
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
致
し
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
健
康
中
城

21

高
齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
健

康
長
寿
の
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
こ
れ

ま
で
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
、
一
人
暮
ら
し
の

老
人
等
に
対
す
る
諸
施
策
を
講
じ
て
参
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
身
寄
り
の
な
い
重
度

身
体
障
害
者
、
痴
呆
性
高
齢
者
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支
援
策
と
し
て
、「
成

年
後
見
人
制
度
事
業
」
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
「
ふ
れ
あ
い
事

業
」
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

老
齢
・
疾
病
・
母
子
等
の
生
活
保
護



世
帯
に
つ
い
て
は
、
村
社
協
と
の
連
携
を

密
に
、
生
活
実
態
に
応
じ
た
更
生
指
導
の

拡
充
や
経
済
的
自
立
の
た
め
の
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
等
、
扶
助
制
度
の
拡
充
に

努
め
、
低
所
得
者
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

国
民
年
金
制
度
は
村
民
の
将
来
の
生
活
安

定
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
保
険

料
徴
収
や
指
導
事
業
は
国
へ
移
管
さ
れ
ま

し
た
が
、そ
の
趣
旨
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医
療
費
の

伸
び
が
大
き
く
、
年
々
厳
し
い
運
営
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
人
間
ド
ッ
ク
や
、
は
り
・
灸
・
あ

ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
の
施
術
助
成
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
保
健
事
業
と
し
て

生
活
習
慣
病
予
防
健
康
相
談
、
高
齢
者
の

健
康
長
寿
を
目
標
に
健
康
教
育
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
医
療
費
の
軽
減
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
事
業
安
定
の
た
め

に
国
保
税
の
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
、
村

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
致
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

県
介
護
保
険
広
域
連
合
に
平
成
15
年
度
よ

り
移
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
窓
口
相
談

を
通
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

(

10)

環
境
衛
生
の
向
上

ゴ
ミ
の
５
種
類
分
別
と
門
口
収
集
は
、

村
民
の
ご
協
力
に
よ
り
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
施
行
に
伴
い
家
電
製
品
等
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
各
自
治
会
及
び

地
域
の
情
報
収
集
や
協
力
体
制
を
得
な
が

ら
不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

(
11)

地
域
防
災
の
確
立

「
中
城
村
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
防
災
に
努
め
る
と
と
も
に
、
危
機
管
理

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
沖
縄
県

総
合
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の

通
信
回
線
を
活
用
し
、
村
と
県
、
他
市
町

村
や
消
防
と
結
び
、
気
象
情
報
や
災
害
情

報
の
確
実
な
伝
達
に
よ
り
村
民
の
安
全
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

(

12)

消
防
・
救
急
体
制
の
拡

充
中
北
消
防
で
は
、
火
災
の
警
戒
・
鎮

圧
等
の
警
防
活
動
を
は
じ
め
、
火
災
予
防

広
報
・
予
防
査
察
、
防
火
管
理
者
の
指

導
・
育
成
及
び
救
急
業
務
体
制
の
拡
充
、

消
防
施
設
等
の
整
備
強
化
を
推
進
し
、
住

民
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
火
災
予
防
対
策
、
各
種
災

害
に
対
す
る
警
防
や
救
助
技
術
の
向
上
、

救
急
救
命
士
を
中
心
と
し
た
救
急
高
度
化

に
伴
う
救
急
体
制
の
整
備
・
拡
充
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

(

13)

交
通
安
全
の
推
進

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

春
・
夏
・
秋
・
年
末
年
始
の
年
４
回
の
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
、
村
民
や
運
転

者
に
対
す
る
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
交

通
事
故
防
止
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
新
入
生
児
童
・

園
児
に
対
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
あ
り

方
を
実
践
指
導
す
る
と
と
も
に
、ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
の
贈
呈
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
交
通
安
全
母
の
会
が
交
通
事
故

防
止
の
願
い
を
込
め
て
作
成
し
た
お
守
り

を
運
転
者
や
新
成
人
に
配
布
し
て
、
意
識

高
揚
を
図
っ
て
お
り
、
連
携
し
て
交
通
安
全

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(

14)

防
犯
対
策
の
強
化

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
創
出

の
た
め
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
一

戸
一
灯
運
動
、
子
ど
も
達
を
犯
罪
か
ら
守

る
「
太
陽
の
家
」
と
の
連
携
等
、
防
犯
対

策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

(

15)

女
性
行
政
の
推
進

真
の
男
女
平
等
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
女
性
行
政
施

策
の
推
進
や
村
婦
人
連
合
会
活
動
へ
の
支

援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
女
性
問

題
懇
話
会
等
で
そ
の
具
体
的
方
策
を
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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(

１)

農
業
の
振
興

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
農
業
用
水

の
確
保
、
農
業
経
営
の
近
代
化
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
農
業
構
造
の
改
善
と
農

村
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

生
産
農
家
及
び
各
生
産
組
織
の
育
成
と

農
業
の
担
い
手
育
成
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
さ
と
う
き
び
生
産
の
機
械

化
一
貫
体
系
の
確
立
と
優
良
種
苗
の
確

保
、
農
業
機
械
士
会
へ
の
支
援
、
糖
業

振
興
策
と
し
て
の
さ
と
う
き
び
・
糖
業

再
活
性
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
の
振

興
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

(

２)

林
業
の
振
興

緑
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
造
林
事
業
を
年
次
計
画
で
進
め
て

参
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
保
育
事
業
を
中

心
に
実
施
致
し
ま
す
。

(

３)

水
産
業
の
振
興

今
年
度
も
漁
業
組
合
育
成
補
助
、
漁

具
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
組
合
と
協
力
し
沿
岸
漁

場
へ
の
放
流
事
業
を
推
進
し
水
産
資
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

(

４)

商
工
業
の
振
興

商
工
会
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
、

さ
ら
に
特
産
品
開
発
へ
の
支
援
助
成
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
電
力
㈱
の
発
電
所
誘
致

が
大
き
く
進
展
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
関

連
産
業
の
誘
致
や
雇
用
創
出
も
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と

に
強
力
に
推
進
致
し
ま
す
。

(

５)

観
光
の
振
興

「
中
城
城
跡
」
が
琉
球
王
国
の
グ
ス

ク
及
び
関
連
遺
産
群
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
観
光
客
も
増
加
し

て
お
り
、
中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
オ
ー
プ

ン
と
と
も
に
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
14

年
度
か
ら
着
手
さ
れ
た
歴
史
の
道
整
備
事

業
と
併
せ
て
さ
ら
な
る
観
光
リ
ゾ
ー
ト
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

今
、
国
や
自
治
体
を
あ
げ
て
叫
ば
れ

て
い
る
行
財
政
改
革
は
、
本
村
に
と
っ
て

も
避
け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
本
村
は
こ
れ
ま
で
行
財
政
の
効

率
的
運
営
や
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
庁

内
に
「
行
財
政
検
討
会
」
と
外
部
委
員
に

よ
る
「
中
城
村
行
財
政
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
審
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
の
本
格
的
到

来
に
伴
い
、
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
益
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
市
町
村
合
併
も
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
17
年
３
月
の

合
併
特
例
法
期
限
内
に
、
北
中
城
村
と
の

合
併
を
い
か
な
る
困
難
を
も
克
服
し
て
実

現
さ
せ
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

(

１)

行
政
運
営
の
確
立

村
政
へ
の
住
民
参
加
の
促
進
、
そ
の

た
め
の
情
報
公
開
制
度
の
実
施
、
地
方
分

権
・
情
報
化
社
会
に
即
し
た
組
織
機
構
、

職
員
の
適
材
適
所
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
、
組
織
改
革
・
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
情
報
処
理
能
力
や
政

策
立
案
能
力
等
資
質
の
向
上
、
地
方
分
権

社
会
に
対
応
で
き
る
コ
ス
ト
・
経
営
意
識

の
涵
養
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
職
員
の
効
率
的
な
配

置
に
努
め
る
こ
と
で
、
増
大
す
る
行
政
ニ

ー
ズ
と
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(

２)

財
政
運
営
の
確
立

本
村
の
財
政
運
営
が
年
々
厳
し
さ
を

増
す
な
か
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
っ

て
交
付
税
が
△
７.

７
％
、
臨
時
財
政
対

策
債
が
△
３
１.

３
％
、
従
来
国
・
県
の

負
担
金
で
措
置
さ
れ
て
い
た
保
育
所
措
置

負
担
金
が
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ
と
も
含

め
て
、
歳
入
額
が
対
前
年
度
比
で
３
億
３

千
百
万
円
の
減
と
な
り
、
平
成
16
年
度
当

初
予
算
編
成
は
か
つ
て
な
い
程
の
深
刻
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
の
自
主
財
源
の
う
ち
、
村
税
等

は
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
進
捗

に
伴
い
、
課
税
客
体
で
あ
る
土
地
の
宅
地

化
、
家
屋
の
新
築
、
住
民
の
増
加
等
に
よ

り
年
々
増
加
の
傾
向
を
辿
っ
て
は
お
り
ま

す
が
、
歳
入
に
占
め
る
村
税
等
の
比
率
は

依
然
低
く
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

に
頼
る
依
存
型
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
こ
の
度
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響

を
ま
と
も
に
受
け
た
形
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

国
は
「
も
と
も
と
臨
時
財
政
対
策
債

を
財
源
と
し
て
見
込
む
こ
と
が
適
当
で
な

い
。
そ
れ
が
減
っ
て
財
政
運
営
が
苦
し
く

な
る
と
の
議
論
は
筋
違
い
。」
と
の
指
摘

を
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
の
歳
入
減
が
生

じ
た
以
上
、
節
減
・
合
理
化
に
よ
る
歳
出

の
徹
底
し
た
抑
制
を
図
る
し
か
方
法
が
な

く
、
異
例
と
も
い
え
る
予
算
編
成
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
の
合
併
を
控
え
、
ま

た
沖
縄
電
力
㈱
の
火
力
発
電
所
建
設
に
伴

う
固
定
資
産
税
等
の
増
収
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
機
会
の
創
出
等
、
近
い
将

来
に
明
る
い
展
望
と
期
待
を
持
っ
て
、
当

面
全
職
員
が
明
確
な
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
こ
の
事
態
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
３
月
10
日

中
城
村
長
　
　
新
垣
清
徳
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３
月
10
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成
16
年
第
２
回
中
城
村
議
会
で
、

平
成
16
年
度
予
算
が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
50
億
５
５
５
６
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
２
億
４
１
８
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
47
億
９
０
６
０
万
円
で
総
額
98
億
４
６
１
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

その他①
*利子割交付金
*配当割交付金
*株式等譲渡所得割交付金
*ゴルフ場利用税交付金
*交通安全対策特別交付金
*分担金及び負担金
*財産収入
*寄附金

特別会計名
国民健康保険

老人保健

公共下水道

土地区画整理事業

水道事業（収入ベース）

計

予算額（万円）

１６億５，５４０

１２億２，４１３

３億４，７４７

１０億８，１８３

４億８，１７７

４７億９，０６０

公職選挙法の一部が改正され、新たに「期

日前投票制度」が創設されました。
この制度により、従来の不在者投票のよう
に、投票用紙を封筒に入れて、それに署名す
るといった手続きが不要となり、投票がしや
すくなります。

■対象となる投票　名簿登録地の市町村で行う投票
■投票期間　

■■投票を行うことができる者　選挙期日に、仕事や旅行、
レジャー、冠婚葬祭等の用務があるなど一定の事由（現
行の不在者投票事由）に該当すると見込まれるもの

その他②
*災害復旧費
*諸支出金
*予備費
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中
城
村
の
屋
取
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
て
き
た
中
城
村

の
屋
取
集
落
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。中

城
村
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
士
族
層
の
う
ち
、

人
口
増
加
に
伴
い
首
里
あ
る
い
は
那
覇
で
生
活
が

出
来
な
く
な
っ
た
者
が
、
田
舎
に
移
り
住
み
、
農

業
そ
の
他
に
従
事
し
、
そ
こ
で
定
住
し
た
人
々
の

集
落
が
、
登
又
・
北
上
原
・
南
上
原
・
浜
・
北

浜
・
南
浜
、
ま
た
、
屋
宜
・
当
間
・
安
里
の
一
部

が
屋
取
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
登
　
又

登
又
は
、
地
籍
上
の
上
で
は
も
と
も
と
、
伊
舎

堂
・
添
石
・
屋
宜
に
属
し
て
お
り
、
明
治
三
十
六

年
頃
行
政
区
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
当
時
、
登

又
に
は
人
が
住
ん
で
お
ら
ず
、
廃
藩
に
な
り
首
里

か
ら
移
住
し
て
き
た
士
族
層
が
伊
舎
堂
や
添
石
に

小
作
料
を
納
め
、
農
業
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い

ま
し
た
。
立
地
の
良
い
恵
ま
れ
た
土
地
は
既
に
ム

ラ
の
人
た
ち
が
利
用
し
て
お
り
、
新
し
く
住
む
人

に
と
っ
て
は
条
件
の
悪
い
土
地
を
自
ら
開
墾
し
、

生
活
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は

い
え
、
登
又
方
面
は
土
地
が
多
く
、
小
作
料
さ
え

払
え
ば
開
墾
の
余
地
は
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。
後

に
土
地
の
私
有
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
自
分
の
土
地
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
の
登
又
は
、
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

二
、
北
上
原

北
上
原
は
、
地
籍
の
上
で
は
も
と
も
と
新
垣
・

当
間
・
安
里
・
奥
間
な
ど
に
属
し
て
お
り
、
若
南

屋
取
（
一
班
）
・
後
屋
取
（
二
、
三
班
）
・
中
屋

取
（
四
、
五
班
）
・
風
花
屋
取
（
八
班
）
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
米
須
・
仲
村
・
桃
原
・
城

間
・
佐
久
川
・
伊
佐
・
瑞
慶
覧
・
屋
良
・
花
城
・

比
嘉
・
仲
本
・
多
和
田
・
平
安
名
と
い
っ
た
姓
を

有
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
早
い
時

期
に
首
里
か
ら
移
動
し
て
き
た
の
が
大
屋
屋
良
、

大
屋
米
須
、
大
屋
宇
小
根
（
仲
村
・
名
乗
頭
は

「
盛
」）、
大
屋
平
安
名
で
、
廃
藩
置
県
以
前
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
大
屋
宇
小
根
に

関
し
て
は
、「
仲
村
家
系
図
」
に
よ
る
と
、
凡
そ

百
六
十
年
も
前
か
ら
現
北
上
原
に
移
り
住
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
続
い
て
大
屋
多
和
田
、
大
屋
城

間
、
大
屋
喜
屋
武
小
（
仲
村
・
名
乗
頭
は
「
春
」）、

大
屋
佐
久
川
が
移
り
住
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
仲
真

は
字
屋
宜
（
仲
眞
屋
取
）
か
ら
、
分
家
し
て
き
ま

し
た
。

現
北
上
原
に
住
ん
だ
人
々
は
、
当
時
、
ム
ラ
有

地
で
は
な
い
荒
れ
た
土
地
を
自
ら
開
墾
し
、
そ
し

て
明
治
三
十
六
年
か
ら
土
地
の
私
有
権
が
認
め
ら

れ
、
財
を
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

三
、
南
上
原

南
上
原
は
、
も
と
も
と
和
宇
慶
・
津
覇
・
奥
間

の
地
籍
に
属
し
て
お
り
、
奥
間
の
上
屋
取
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
南
上
原
に
は
、
普
天
間
・
津
嘉

山
・
村
山
・
喜
屋
武
・
仲
村
・
石
原
・
渡
名
喜
・

富
島
・
玉
寄
・
安
護
・
前
原
・
仲
真
と
い
っ
た
姓

を
有
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

現
南
上
原
の
南
部
一
帯
（
琉
球
大
学
敷
地
内
）

は
、
か
つ
て
杣
山
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
杣
山
と

は
、
琉
球
王
府
時
代
の
山
林
の
一
形
態
で
、
間

切
・
島
・
村
が
王
府
の
監
督
の
も
と
に
保
護
・
育

成
し
、
王
府
が
建
築
や
造
船
の
用
材
を
必
要
と
す

る
と
き
は
、
貢
租
と
の
差
し
引
き
で
用
材
を
切
り

出
し
ま
し
た
。
ま
た
地
元
住
民
は
建
築
・
薪
炭
・

そ
の
他
必
要
な
木
材
は
、
許
可
を
受
け
て
伐
採
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
期
の
後

半
に
約
六
万
坪
が
中
城
間
切
に
払
い
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
南
上
原
で
は
、
玉
寄
や
安

護
、
普
天
間
な
ど
が
こ
の
杣
山
の
管
理
を
任
さ
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
村
山
は
、
琉
球
王

府
時
代
に
奥
間
村
の
掟
加
勢
と
い
う
役
職
に
つ
い

て
い
ま
し
た
が
、
王
府
解
体
後
も
そ
の
ま
ま
中
城

に
残
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仲

村
は
北
上
原
か
ら
、
仲
真
は
屋
宜
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

分
家
し
て
き
ま
し
た
。

四
、
浜

浜
は
、
か
つ
て
奥
間
に
属
し
て
お
り
、
謝
名
堂

姓
が
多
い
こ
と
か
ら
「
謝
名
堂
屋
取
」、「
奥
間
の

下
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
に

分
離
独
立
し
て
字
浜
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
籍
上

は
現
在
で
も
奥
間
に
属
し
て
い
ま
す
。

浜
に
は
、
謝
名
堂
・
仲
本
・
前
原
・
屋
良
と
い

っ
た
姓
を
有
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

廃
藩
後
、
謝
名
堂
家
が
最
初
に
入
植
し
て
き
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
良
家
は
首
里
か

ら
移
り
住
み
、
仲
本
家
は
北
上
原
か
ら
分
家
し
て

き
ま
し
た
。
戦
前
は
、
現
在
の
集
落
地
よ
り
も
さ

ら
に
海
岸
近
く
に
も
家
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
海
岸
に
近
い
た
め
、
農
業
を
し
て
も
う
ま
く

い
か
ず
、
多
く
の
人
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
村
唯
一
の
漁
港
で
あ
る
中
城
浜

漁
港
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。

五
、
北
　
浜

北
浜
は
、
か
つ
て
地
籍
の
上
で
は
津
覇
と
和
宇

慶
に
属
し
て
お
り
、
仲
松
姓
が
多
い
こ
と
か
ら

「
仲
松
屋
取
」、「
津
覇
の
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
北
浜
に
は
、
廃
藩
後
、
仲
松
・
宮
平
・
伊

集
姓
を
有
す
る
人
た
ち
が
首
里
か
ら
移
り
住
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
宮
平
家
は
長
男

と
次
男
が
伊
集
へ
、
そ
し
て
三
男
が
北
浜
へ
入
植

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
伊
集
家
の
場

合
は
、
当
初
、
首
里
か
ら
字
伊
集
に
移
り
住
み
ま

し
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
広
い
土
地
を
求
め
て
北

浜
に
移
っ
た
と
い
い
ま
す
。

か
つ
て
の
北
浜
は
、
現
在
に
比
べ
戸
数
も
少
な

く
、
畑
や
田
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
海

岸
一
帯
は
護
岸
も
な
く
、
ま
た
排
水
設
備
も
普
及

し
て
お
ら
ず
、
大
雨
や
台
風
の
際
に
は
海
水
が
流

れ
込
む
ほ
か
、
台
地
部
か
ら
流
れ
て
く
る
水
で
田

畑
が
冠
水
し
、
作
物
が
全
滅
す
る
と
い
っ
た
こ
と

が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
食

べ
物
に
も
苦
労
し
、
津
覇
住
民
か
ら
芋
を
買
っ
て

飢
え
を
し
の
い
だ
と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
海
岸
沿
い
の
住
み
に
く
い
地
域

に
、
首
里
か
ら
生
活
の
場
を
求
め
移
住
し
て
き
て
、

自
然
災
害
と
闘
い
な
が
ら
根
気
強
く
荒
れ
地
を
開

墾
し
、
今
日
見
る
よ
う
な
作
物
の
よ
く
取
れ
る
畑

と
住
み
や
す
い
集
落
地
を
作
っ
て
き
た
の
で
す
。

六
、
南
　
浜

南
浜
は
、
も
と
も
と
地
籍
の
上
で
は
、
和
宇
慶

と
津
覇
に
属
し
て
お
り
、
安
里
姓
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
安
里
屋
取
」、
ま
た
は
「
和

宇
慶
の
下
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

沖
縄
戦
中
に
日
本
軍
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
、
戦

後
は
米
軍
が
引
き
続
き
利
用
し
た
た
め
南
浜
の

人
々
は
も
と
の
居
住
地
に
戻
れ
ず
和
宇
慶
や
北
浜

な
ど
の
周
辺
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
は
数
世
帯
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
南
浜
自

治
会
に
は
、
南
浜
周
辺
に
住
む
安
里
門
中
の
人
た

ち
を
中
心
に
約
六
十
五
世
帯
が
加
入
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

七
、
屋
宜
の
屋
取

屋
宜
に
は
、
仲
真
姓
を
有
す
る
一
族
が
泡
瀬
か

ら
、
中
城
中
学
校
周
辺
と
海
岸
へ
下
る
道
沿
い
に

屋
取
を
形
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
上
屋
取
と

浜
屋
取
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

戦
前
の
屋
取
の
規
模
は
ム
ラ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、
会
計
や
青
年
会
な
ど
の
組
織
も
別
で
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
字
と
し
て
は
独
立
す
る

こ
と
は
な
く
、
字
屋
宜
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
、
当
間
の
屋
取

当
間
の
海
岸
近
く
に
、
仲
松
姓
を
有
す
る
人
た

ち
が
北
浜
か
ら
分
家
し
て
屋
取
を
形
成
し
、「
高

江
洲
屋
取
」
あ
る
い
は
「
当
間
の
下
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
当
初
は
、
当
間
の
仲
門
（
屋
号
）

の
イ
リ
チ
リ
ー
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
土
地
を
増

や
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
一
時
期
は
「
第
二

当
間
」
と
称
し
、
会
計
等
も
別
々
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
行
政
区
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
は
な
く
、

字
当
間
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
、
安
里
の
屋
取

廃
藩
後
、
安
里
の
下
原
と
桃
原
の
海
岸
近
く
に
、

前
原
・
屋
比
久
の
姓
を
有
す
る
人
た
ち
が
移
り
住

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
上
原
か
ら

仲
村
姓
が
分
家
し
、
そ
し
て
知
名
姓
の
人
々
が
移

住
し
て
屋
取
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
屋
取
も
、
字
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
は
な
く
、

字
安
里
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
城
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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Information

気
温
が
温
か
く
な
る
５
月
か
ら
６

月
は
、
ハ
ブ
の
行
動
が
活
発
に
な
り

ま
す
。
田
畑
や
山
野
、
草
地
等
へ
の

出
入
り
や
夜
間
に
歩
行
す
る
際
に
は

十
分
に
注
意
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
ハ
ブ
に
咬
ま
れ
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
次
の
よ
う
に
対
処
し
ま

し
ょ
う
。

①
激
し
い
動
き
を
し
な
い
で
、
身
近

な
人
に
助
け
を
求
め
る
。

②
応
急
処
置
と
し
て
傷
口
か
ら
吸
引

器
等
で
毒
を
繰
返
し
吸
出
す
る
。

③
早
急
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

る
。６

月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
街
で
、

私
た
ち
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

か
調
査
す
る
な
ど
、
情
報
を
集
め
る

と
と
も
に
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た

方
が
い
た
場
合
、
相
談
相
手
に
な
っ

て
救
済
し
た
り
、
日
常
生
活
の
中
で

起
こ
る
困
り
ご
と
の
相
談
相
手
に
な

っ
て
い
ま
す
。
中
城
村
に
は
村
長
か

ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
人

権
に
つ
い
て
の
お
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

日
時：

６
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

場
所：

中
城
村
役
場
第
一
会
議
室

相
談
員：

比
嘉
昭
粋

安
里
ヨ
シ
子

■
人
権
擁
護
委
員
の
日

■
ハ
ブ
咬
症
注
意

■軽自動車税・固定資産税の納期です

今月（５月）は、平成16年度軽自動車税、固定資産
税の納付月間となっていますので、納期限内に納付し
て下さいますようお願い致します。
尚、納期限内に納付できない事情がある場合は、村
役場税務課にて相談して頂きますようお勧めします。
※村税の納付には、口座振替をご利用下さい。
※第１期内に一括して納付される方については前納報
償金制度が受けられます。また、各納期内に納付され
ますと納税奨励金が各自治会に交付されます。

２月２８日１月３１日

村県民税 固定資産税

１１月３０日 １２月２７日

５月３１日５月３１日６月３０日

８月２日９月３０日

軽自動車税

第１期

第２期

第３期

第４期

税目
期別

犯罪を減らしてすべての人々が安全に安心して暮らせる沖縄県を実現するため県・事業者・県民の横
の連帯の強化と、それぞれの役割や安全なまちづくり関する取組みを定めた条例が施行されました。

一つ、沖縄の将来を担う子ども達の健全な育成を図る「ちゅらひとづくり」
一つ、通学路、公園などの安全・安心な環境を確保する「ちゅらまちづくり」
一つ、地域の連帯とユイマールをとりもどす「ちゅらゆいづくり」

の「３つのちゅらづくり」を柱として「ちゅらさん運動」を推進します。

お問い合わせ
中城村役場税務課
８９５－２１３１
（内線241・242）

＊
試
験
日
時
　
８
月
22
日
　
10
時

＊
願
書
受
付
　
７
月
12
日
〜
16
日

＊
試
験
種
類
　

甲
種
（
第
１
〜
第
５
類
）

乙
種
（
第
１
〜
第
７
類
）

＊
試
験
会
場
　
沖
縄
国
際
大
学
他

＊
案
内
書
配
布
先
　

各
消
防
本
部
・
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
他

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
沖
縄
県
支
部

那
覇
市
旭
町
１
１
６-

30

自
治
会
館
５
階

TEL

８
６
７-

５
３
３
２

放
送
大
学
と
は
、
社
会
人
を
対
象

に
大
学
・
大
学
院
教
育
を
提
供
す
る

生
涯
学
習
の
中
核
機
関
で
、
文
部
科

学
省
、
総
務
省
所
管
の
世
紀
の
大
学

で
す
。

◎
出
願
期
間

学
部
学
生
・
大
学
院

平
成
16
年
６
月
15
日
〜
８
月
31
日

大
学
院
修
士
全
科
生

平
成
16
年
９
月
１
日
〜
９
月
14
日
　
　

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
８
９
５-

５
９
５
２

U
RL:http://w

w
w
.u-air.ac.jp/hp

専
門
の
医
者
・
教
育
相
談
担
当
者

が
中
心
に
な
っ
て
、
下
記
の
よ
う
な

相
談
会
を
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

心
配
な
こ
と
を
中
心
に
し
て
医
療

相
談
や
お
子
さ
ん
の
育
て
方
な
ど
の

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
が
希
望
す
る
場
合
は
保
育
園
・
幼

稚
園
の
先
生
方
に
も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
個
別
で
行
い
ま
す

日
時
６
月
18
日
（
金
）

与
那
原
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

電
話
９
４
５-

３
０
１
６

他
の
日
程
、
場
所
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

沖
縄
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
特
殊

教
育
課
　
９
３
３-

７
５
２
６

６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
（
海
の

日
）
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て

「
ま
る
ご
と
沖
縄
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
２

０
０
４
」
と
題
し
た
県
下
一
斉
の
海

岸
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

新
聞
ポ
ス
タ
ー
等
で
発
表
さ
れ
ま
す

の
で
皆
様
の
参
加
協
力
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

ま
る
ご
と
沖
縄
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
実

行
委
員
会
事
務
局

第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
　

会
場
環
境
課

電
話
　
８
６
１-

５
８
３
９

社交ダンスサークル会員募集
初心者大歓迎！！

この度、社交ダンスサークルを発足する事
になりました。運動不足解消に、シェイプア
ップ効果があるかも？老若男女を問わず、一
緒に楽しく気持ちの良い汗を流しませんか？

日時：平成１６年４月７日から
毎週水曜日に練習します。

時間：午後８時～９時半
場所：中城村立津覇小学校体育館
会費：月１，０００円

※必ず、上履き・ダンスシューズ
をお持ち下さい。
お問い合わせ：瑞慶覧　
０９０－１９４０－５７２５

■
巡
回
就
学
・
教
育
相
談

■
ま
る
ご
と
沖
縄
ク
リ
ー
ン

ビ
ー
チ
２
０
０
４

■
消
防
設
備
士
試
験
案
内

■
み
ん
な
の
大
学
！

放
送
大
学
学
生
募
集

自動車税の納期限は５月３１日です。
★お問い合わせ
自動車税事務所　８７９－１６２７



木
先 負

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
4月15日

３
4月16日

４
4月17日

５
4月18日

６
4月19日

７
4月20日

８
4月21日

９
4月22日

１０
4月23日

１１
4月24日

１２
4月25日

１４
4月27日

１５
4月28日

１６
4月29日

１８
5月1日

１９
5月2日

２０
5月3日

１
5月14日

２
5月15日

３
5月16日

４
5月17日

５
5月18日

６
5月19日

７
5月20日

８
5月21日

９
5月22日

１１
5月24日

２３
5月6日

２４
5月7日

２５
5月8日

２６
5月9日

２７
5月10日

２８
5月11日

２９
5月12日

３０
5月13日

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

月
仏 滅

日
先 負

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

水
赤 口

木
先 勝

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

火
先 勝

水
友 引

金
大 安

土
赤 口

日
先 勝

月
友 引

２１
5月4日

１２
5月25日

月
大 安

１３
4月26日

１７
4月30日

月
赤 口

15,401

7,883

7,518

5,209

(+59)

(+37)

(+22)

(+37)
※ (    )内は前月との比較

当間ふれあい事業
奥間ふれあい事業

北上原ふれあい事業
伊舎堂ふれあい事業

ソフトテニス大会・一般ソフトボール大会（村体協）

リハビリ教室［13時～17時］吉の浦会館

金
友 引

土
先 負

１０
5月23日

３歳児健診（吉の浦会館）
平成12.10.9～平成12.12.3生［受付 13:30～14:30］

住民健康診断
登又・サンヒルズ［受付 9:30～11:00］
新　垣 ［受付 13:30～15:00］胃検診有り

リハビリ教室［13:00～17:00］吉の浦会館

浜ふれあい事業・北上原ふれあい事業
南上原ふれあい事業

1
4月14日

火
大 安

火
先 負

２２
5月5日

健康相談［9:00～11:00］村役場

ＢＣＧ予防接種（吉の浦会館）
ツベルクリン反応検査を受けた者［受付 15:30～16:00］

浜ふれあい事業・南上原ふれあい事業

住民健康診断
久場［受付 9:30～11:00］
［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

歯科検診（吉の浦会館）
平成15. 4.16～平成15.6.10生［受付 13:00～13:30］
平成13.12.16～平成14.2.10生［受付 14:30～15:00］

住民健康診断
泊 ［受付 9:30～11:00］

伊舎堂・県営第二団地［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

卓球・バドミントン大会（村体協）

日曜参観（両幼小）

父の日

住民健康診断
添石［受付 9:30～11:00］
屋宜［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

住民健康診断
当間［受付 9:30～11:00］
安里［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

フリーマーケット（商工会）

慰霊の日

住民健康診断
津覇［受付 9:30～11:00］
［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

住民健康診断
南浜［受付 9:30～11:00］
北浜［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

バレーボール大会（村体協）

村美化コンクール（村婦連）

住民健康診断
和宇慶［受付 9:30～11:00］
伊 集［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

乳児一般健診（吉の浦会館）
平成16.1.4～平成16. 4.3生［受付13:00～13:30］
平成15.8.4～平成15.11.3生［受付14:00～14:30］

ボウリング大会（村体協）

スポーツ大会（村Ｐ連）
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歯の衛生週間

村長・県議会議員選挙

住民健康診断
北上原［受付 9:30～11:00］
南上原［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

乳幼児健診（吉の浦会館）［受付 13:30～14:30］

住民健康診断
浜　　　　［受付 9:30～11:00］

奥間・中城団地［受付 13:30～15:00］ 胃検診有り

参議院選挙 硬式テニス大会（村体協）

文化財愛護清掃

老人クラブ大会
レクレーション大会（村老連）

お年寄りや若者をターゲットにした悪質商法がふえてい
ます。“おいしい話”には気をつけましょう。

おかしいな？どうしよう！と困ったときの相談は
沖縄県　県民生活センター　tel ８６３－９２１４

地方税法の改正に伴い、平成１６年４月１日より村県民税
の均等割税について人口段階別の税率区分が廃止され、税率
が全国一律になります。

平成１６年３月３１日まで、当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は、特段の手続
きは必要ありません。（児童手当等は４月以降も引き続き支給されます）

現在、児童手当等を受給していない保護者の方は認定請求、現在すでに就学前児童について児童手当
等を受給されている保護者の方は額改定請求等が必要となります。なお、請求書のほか、認定に必要な
添付書類は、＊年金加入証明書（申請者が厚生年金加入者の場合）

＊所得証明書（中城村に平成１５年１月１日に住所がない場合）
＊普通預金通帳（養育者名義、郵便局以外）
＊印鑑

（注）所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があります。

詳しくは　村役場健康福祉課　児童福祉係　８９５－２１３１

変　更　前

人口５０万以上の市

４，０００円
（県　１，０００円）
（市　３，０００円）
３，５００円

（県　１，０００円）
（市　２，５００円）
３，０００円

（県　１，０００円）

（町村２，０００円）

人口５万以上

５０万未満の市

その他の市及び町村

変更後（平成１６年度より）

お問い合
わせ

村役場税
務課・住

民税係

895-2131（
240・241

）



中城村・北中城村合併シンポジウムが４月２２日、２３日の

２日間北中城中央公民館と吉の浦会館でそれぞれ行われた。

２３日の吉の浦会館では、仲地博琉球大学教授が「今、なぜ

合併か」をテーマに基調講演をし、合併の理由として自治体の

財政難という消極的面と、分権の受け皿として足腰の強い自治

体をつくる積極面があることを説明した。また、国の三位一体

改革により、合併の波はこれから更に押し寄せてくる。財政優

遇措置に目を奪われず、住民自治・団体自治の好機と捕らえて

合併問題にとりくんでほしいと話した。

講演の後、新垣清徳中城村長、喜屋武馨北中城村長、安里ヨ

シ子中城村議会議員、富島初子中城村婦人連合会会長、中村ハ

ル子北中城村議会議員、崎浜秀松元離職者対策センター専務６人によるパネルディスカッションが行われ、

合併に対する意見を述べた。新垣村長は「歴史・文化・地域特性を共有する２村が合併するのは必然的。

是非この合併を成功させたい」と決意を語った。

４月８日

４
月
８
日
、
村
内
の
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
、
３
３
４
名
（
中
城
中
１
８
４
名
、
中
小
87

名
、
津
覇
小
63
名
）
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。中

城
小
学
校
の
入
学
式
に
参
加
し
た
新
垣
村
長

は
「
健
康
で
し
っ
か
り
と
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子

に
育
っ
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
新
垣

幸
枝
中
城
小
学
校
校
長
は
「
先
輩
の
言
う
こ
と
を

良
く
聞
い
て
、
勉
強
も
遊
び
も
一
所
懸
命
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

両
小
学
一
年
生
に
は
村
交
通
安
全
推
進
協
議
会

よ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
贈
ら
れ
、
ま
た
沖
縄

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
か
ら
は
防
犯
ベ
ル
の
贈
呈
が
あ
っ

た
。

中城村商工会は、平成１３年度の特産品アイディ
ア最優秀賞に選ばれた「健康村なかぐすく豆腐（１
０２）の里」の案をベースに、美味しいと評判の島
豆腐と特産品である島にんじんを使った１０２種類
の商品を提供できる料理店で村おこし事業を推進し
ている。
これまで開発した商品は、島にんじん入り豆腐コ

ロッケ、島にんじん染めのテーブルクロス、島にん
じんの酒かす漬け、島にんじん入りソーキ汁などで、
空屋・空き店舗を利用して事業を展開する予定。
照屋隆司委員長は「中城村の癒しのイメージをう

まくアピールできれば事業を成功させることができ
る」と話した。近隣市町村に大型ショッピングが立
ち並ぶ中いかに消費者をゲットするかがポイントに
なりそうだ。

３月２３日

３月２２日

Topics

★

★

★

４月２３日

村出身の青年海外協力隊員「与那覇好美」さんが２年間の
パラオでの活動を終え、写真パネルで活動報告をした。
パネル展は役場のロビーで約２週間行われ、与那覇さんの
派遣先の女子高校の様子、パラオの人々や町、自然環境など、
約５０点の写真が展示され、訪れた多くの来庁者の目を引い
ていた。
与那覇さんは体育の指導として派遣され、当初は言葉の違
いでコミュニケーションを取るのに少し苦労したが、気候や
果物、植物は沖縄とにているというだけあって、活発で明る
いパラオの女子高生の写真が印象的であった。
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４月１３日

１
月
７
日
の
中
城
・
北
中
城
両
村
合
併
協
設
置
を
受

け
、
４
月
13
日
、
北
中
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
両

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
看

板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

委
員
は
、
両
村
そ
れ
ぞ
れ
５
名
の
計
10
名
で
構
成
。

会
長
に
新
垣
清
徳
中
城
村
社
協
会
長
、
副
会
長
は
大
城

勇
一
北
中
城
村
社
協
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

中城村社会福祉協議会
会　　長　新垣清徳
副 会 長 桃原廣一
監　　事　新垣　弘
課　　長　知名朝松
事務局長　伊佐光子

北中城村社会福祉協議会
会　　長　大城勇一
副 会 長 安里政紀
理　　事　比嘉美鶴
課　　長　中村長健
事務局長　城間康雄

◆合併協議会委員
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中中
部部
圏圏
域域
のの
小小
中中
学学
校校
をを
対対
象象
にに
しし

たた
第第
1144
回回
花花
とと
緑緑
のの
学学
校校
ココ
ンン
クク
ーー

ルル
のの
最最
高高
賞賞
、、
中中
部部
広広
域域
市市
町町
村村
圏圏

事事
務務
組組
合合
理理
事事
長長
賞賞
にに

津津
覇覇
小小
学学
校校
がが
選選
ばば
れれ
たた
。。

津津
覇覇
小小
はは
ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
とと
職職
員員
、、

栽栽
培培
委委
員員
がが
連連
携携
しし
てて

「「
花花
いい
っっ
ぱぱ
いい
運運
動動
」」
をを
展展
開開
しし
てて

おお
りり
、、
校校
庭庭
にに
はは
年年
中中
色色
とと
りり
どど
りり

のの
花花
がが
咲咲
きき
誇誇
っっ
てて
いい
るる
。。

まま
たた
、、
６６
月月
７７
日日
かか
らら
1111
日日
まま
でで

村村
役役
場場
でで
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

写写
真真
展展
もも
行行
わわ
れれ
るる
予予
定定
。。

中
部
圏
域
の
小
中
学
校
を
対
象
に
し

た
第
14
回
花
と
緑
の
学
校
コ
ン
ク
ー

ル
の
最
高
賞
、
中
部
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
理
事
長
賞
に

津
覇
小
学
校
が
選
ば
れ
た
。

津
覇
小
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
職
員
、

栽
培
委
員
が
連
携
し
て

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
て

お
り
、
校
庭
に
は
年
中
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

ま
た
、
６
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で

村
役
場
で
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
展
も
行
わ
れ
る
予
定
。

昨昨
年年
1100
月月
にに
はは
ごご
ろろ
もも
牧牧
場場

（（
北北
上上
原原
））
かか
らら
贈贈
呈呈
ささ
れれ
たた

ヤヤ
ギギ
２２
頭頭
にに
３３
月月
2288
日日
、、

子子
ヤヤ
ギギ
がが
生生
まま
れれ
たた
。。

飼飼
育育
委委
員員
長長
をを
努努
めめ
るる

与与
儀儀
晃晃
俊俊
くく
んん
はは
「「
毎毎
日日
世世
話話
をを

すす
るる
のの
がが
楽楽
しし
いい
。。

子子
ヤヤ
ギギ
のの
名名
前前
をを
募募
集集
中中
でで
はは
やや
くく

名名
前前
をを
つつ
けけ
てて
ああ
げげ
たた
いい
」」

とと
話話
しし
たた
。。

生生
まま
れれ
たた
ばば
かか
りり
のの
子子
ヤヤ
ギギ
はは

とと
てて
もも
かか
わわ
いい
らら
しし
くく
、、

子子
どど
もも
達達
のの
人人
気気
者者
でで
、、

子子
どど
もも
のの
情情
操操
教教
育育
にに
もも
役役
立立
っっ
てて

いい
るる
。。

昨
年
10
月
に
は
ご
ろ
も
牧
場

（
北
上
原
）
か
ら
贈
呈
さ
れ
た

ヤ
ギ
２
頭
に
３
月
28
日
、

子
ヤ
ギ
が
生
ま
れ
た
。

飼
育
委
員
長
を
努
め
る

与
儀
晃
俊
く
ん
は
「
毎
日
世
話
を

す
る
の
が
楽
し
い
。

子
ヤ
ギ
の
名
前
を
募
集
中
で
は
や
く

名
前
を
つ
け
て
あ
げ
た
い
」

と
話
し
た
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ヤ
ギ
は

と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、

子
ど
も
達
の
人
気
者
で
、

子
ど
も
の
情
操
教
育
に
も
役
立
っ
て

い
る
。

４４
月月
のの
第第
４４
日日
曜曜
日日
「「
ささ
とと
うう
きき
びび
のの
日日
」」

にに
ちち
なな
んん
でで
、、
沖沖
縄縄
県県
ささ
とと
うう
きき
びび
競競
作作
会会

発発
表表
会会
がが
４４
月月
2288
日日
行行
わわ
れれ
、、

株株
出出
部部
門門
でで
新新
垣垣
徳徳
栄栄
ささ
んん
（（
和和
宇宇
慶慶
））
がが

みみ
ごご
とと
１１
位位
にに
輝輝
いい
たた
。。

【【
甘甘
蔗蔗
糖糖
重重
量量
　　
２２
１１
３３
２２
㌔㌔
／／
1100
ａａ

蔗蔗
茎茎
重重
量量
１１
２２
５５
９９
４４
㌔㌔
／／
1100
ａａ
】】

新新
垣垣
ささ
んん
はは
、、「「
現現
在在
のの
面面
積積
をを
維維
持持
しし
なな

がが
らら
、、
ほほ
場場
にに
合合
うう
奨奨
励励
品品
種種
をを
積積
極極
的的
にに

導導
入入
しし
、、
品品
質質
、、
単単
収収
向向
上上
にに
励励
みみ
たた
いい
」」

とと
今今
後後
のの
目目
標標
をを
話話
しし
たた
。。

５５
月月
１１
日日
、、
吉吉
のの
浦浦
会会
館館
でで

第第
1188
回回
憲憲
法法
講講
演演
会会
がが
開開
かか
れれ
たた
。。

講講
師師
はは
中中
村村
照照
美美
弁弁
護護
士士
。。

３３
年年
前前
にに
長長
崎崎
かか
らら
沖沖
縄縄
にに
移移
住住
。。

普普
天天
間間
爆爆
音音
訴訴
訟訟
やや
少少
年年
事事
件件
、、

離離
婚婚
問問
題題
をを
扱扱
っっ
てて
いい
るる
。。

沖沖
縄縄
にに
憲憲
法法
がが
根根
付付
いい
てて
わわ
ずず
かか

3322
年年
、、
トト
ーー
トト
ーー
メメ
ーー
にに
関関
すす
るる

相相
続続
問問
題題
がが
沖沖
縄縄
でで
多多
いい
のの
はは
、、

まま
だだ
暮暮
らら
しし
のの
中中
にに
憲憲
法法
がが
生生
かか
ささ

れれ
てて
いい
なな
いい
かか
らら
だだ
とと
訴訴
ええ
たた
。。

まま
たた
、、
沖沖
縄縄
はは
ドド
メメ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
ババ

イイ
オオ
レレ
ンン
スス
（（
DDVV
））
のの
件件
数数
がが

全全
国国
一一
でで
ああ
りり
、、
本本
質質
的的
平平
等等
がが

貫貫
かか
れれ
てて
いい
なな
いい
とと
憲憲
法法
にに
つつ
いい
てて

今今
一一
度度
考考
ええ
るる
必必
要要
性性
をを
説説
いい
たた

日日
頃頃
おお
世世
話話
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
おお
母母
ささ
んん
にに

感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
をを
込込
めめ
てて

５５
月月
９９
日日
のの
母母
のの
日日
にに
ちち
なな
みみ

中中
城城
ジジ
ュュ
ニニ
アア
オオ
ーー
ケケ
スス
トト
ララ
にに
よよ
るる

母母
のの
日日
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
がが
開開
かか
れれ
たた
。。

今今
年年
でで
2244
回回
目目
をを
迎迎
ええ
るる
。。

指指
揮揮
佐佐
渡渡
山山
安安
信信
ささ
んん
にに
よよ
るる

ベベ
ーー
トト
ーー
ヴヴ
ェェ
ンン
作作
曲曲
「「
運運
命命
」」
をを
はは
じじ
めめ

芭芭
蕉蕉
布布
、、
涙涙
そそ
うう
そそ
うう
なな
どど
がが
演演
奏奏
ささ
れれ
、、

訪訪
れれ
たた
人人
々々
はは
癒癒
しし
のの
時時
間間
をを
過過
ごご
しし
たた
。。

そそ
のの
他他
、、
ゲゲ
スス
トト
にに
惣惣
領領
智智
子子
ささ
んん
をを
迎迎
ええ

素素
晴晴
らら
しし
いい
歌歌
声声
でで
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
にに

花花
をを
添添
ええ
たた
。。

まま
たた
、、
訪訪
れれ
たた
おお
母母
ささ
んん
にに
はは

すす
てて
きき
なな
花花
のの
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
もも
ああ
っっ
たた
。。

４
月
の
第
４
日
曜
日
「
さ
と
う
き
び
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
沖
縄
県
さ
と
う
き
び
競
作
会

発
表
会
が
４
月
28
日
行
わ
れ
、

株
出
部
門
で
新
垣
徳
栄
さ
ん
（
和
宇
慶
）
が

み
ご
と
１
位
に
輝
い
た
。

【
甘
蔗
糖
重
量
　
２
１
３
２
㌔
／
10
ａ

蔗
茎
重
量
１
２
５
９
４
㌔
／
10
ａ
】

新
垣
さ
ん
は
、「
現
在
の
面
積
を
維
持
し
な

が
ら
、
ほ
場
に
合
う
奨
励
品
種
を
積
極
的
に

導
入
し
、
品
質
、
単
収
向
上
に
励
み
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
話
し
た
。

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

５
月
９
日
の
母
の
日
に
ち
な
み

中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

母
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
る
。

指
揮
佐
渡
山
安
信
さ
ん
に
よ
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
運
命
」
を
は
じ
め

芭
蕉
布
、
涙
そ
う
そ
う
な
ど
が
演
奏
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
癒
し
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

そ
の
他
、
ゲ
ス
ト
に
惣
領
智
子
さ
ん
を
迎
え

素
晴
ら
し
い
歌
声
で
コ
ン
サ
ー
ト
に

花
を
添
え
た
。

ま
た
、
訪
れ
た
お
母
さ
ん
に
は

す
て
き
な
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

５
月
１
日
、
吉
の
浦
会
館
で

第
18
回
憲
法
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

講
師
は
中
村
照
美
弁
護
士
。

３
年
前
に
長
崎
か
ら
沖
縄
に
移
住
。

普
天
間
爆
音
訴
訟
や
少
年
事
件
、

離
婚
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

沖
縄
に
憲
法
が
根
付
い
て
わ
ず
か

32
年
、
ト
ー
ト
ー
メ
ー
に
関
す
る

相
続
問
題
が
沖
縄
で
多
い
の
は
、

ま
だ
暮
ら
し
の
中
に
憲
法
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
訴
え
た
。

ま
た
、
沖
縄
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
DV
）
の
件
数
が

全
国
一
で
あ
り
、
本
質
的
平
等
が

貫
か
れ
て
い
な
い
と
憲
法
に
つ
い
て

今
一
度
考
え
る
必
要
性
を
説
い
た


